
新東名高速道路　掛川側道整備工事を終えて

袋井支部
掛川土建株式会社
土木部　 平尾　　功

1.はじめに
本工事は、掛川市～島田市にかけての約１７．５ｋｍにわたる区間で、点在する油水分離
ますの新設、崩土や落石が予想される法面の吹付法枠工、コンクリート吹付工、コンクリート
枠工、落石防護網工の設置、以前からこのプロジェクトに使用した側道を地元に移管するた
め簡易舗装工の打替え、防護柵、立入防止柵の新設を行いました。また、本線付近の既存
調整池６箇所等における堆積土砂の撤去処理も行いました。
今回は、主体工事となった油水分離ます工について報告をします。

工事概要
（１）発注者 中日本高速道路株式会社　東京支社

（２）工事名 新東名高速道路　掛川側道整備工事

（３）工事箇所 自）静岡県　掛川市　原里
至）静岡県　島田市　牛尾

（４）工期 平成２３年７月５日～平成２４年３月３０日（２７０日間）

（５）主な工事内容 ・油水分離ます ７３箇所

・簡易舗装工 １３１００㎡
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簡易舗装工 １３１００㎡

・吹付のり枠工 ３５００㎡

・コンクリート吹付工 ５２００㎡

・コンクリート枠工 ２００㎡

・落石防護網工 ４５００㎡

・立入防止柵工 ６２５ｍ

・用排水溝 ７６０㎡

（６）位置図
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2.工事着手からの問題点
①油水分離ます工について、貯油量4.0㎥機能をもつ目的の構造物を施工する中で、
管理方法をどのようにしていくのか問題となった。また、当初の設置計画について全
箇所、不必要な場所や統合できる場所がないかを調査し施工の妥当性を確認する
必要があった。
②油水分離ますは、1箇所当り1.5ｍ×4.5ｍ　h=2～3ｍのプレキャスト製品を本線上
施工、高架橋下施工、本線法尻の側道施工に大きく分かれ、既設構造物に取合う
設置をするため、速やかに現地調査をして位置確定し、受注製品を発注・納入する
問題があった。また、水槽のタイプを当初設計では直接流入型のり面部タイプＡ、
間接流入型のり面部タイプB、直接流入型平地部タイプC1、C2、C3、間接流入型
平地部タイプD1、D2、D3、調整池内タイプE1、E2により細分化されていたが、現況
排水構造物の大きさや埋設深さ、現況地盤高、法勾配等で更なるタイプの追加変更
が必要になった。
③それぞれの掘削施工に伴い、どのような土留め対策が必要かが問題となった。
また、本線上施工は特に完成構造物や段階完成物等が存在するので、どのような
養生対策が必要か課題となった。
④同時に進められている多くの他業者への現場周知、作業打合せ等、どのように
していくかが問題となった。

3.問題点の検討・対応・結果
①出来形管理方法の提案と現場変更（設置削除、設置場所統合）の対応
（油水槽出来形管理方法）
油水分離ます槽の出来形管理方法について、【別紙1】の様式を独自に作成し提案しました。
当初の計画図を基に、底版から流入出高さや底版からスリットまでの高さ430mmに対して
6箇所すべての越流管高さを管理する事や、上下流の排水管高さ等について基準値を設け
管理しました。
（設置統合変更の対応）
設置削除箇所となった、金谷横岡地区の上り線本線上道路脇施工箇所（42号）において、
現地調査により流末系統が変更されており 当配置箇所には設置の必要性はなく削除の
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現地調査により流末系統が変更されており、当配置箇所には設置の必要性はなく削除の
方向とし、その範囲の排水処理をどこにどのような根拠で処理することができるのかが問題
となった。変更になった、本線道路排水系統図を確認しながら、現地を更に調査していくと
その先の47号設置箇所で統合できるかが検討課題となった。設計基準から見直しを行い
現地調査・測量を行って下記の通り検討して協議をしました。
また、本線下り線掛川PA内においても上記事項同様に、排水系統が変更されており設置
位置を調査検討して、直接流入A型の2基設置から間接流入B0型タイプ1基による設置統合
の変更協議をしました。

油水分離槽選択フロー タイプD-1からD-3の迂回水路設定基準

タイプ一覧表により流入量

条件及び許容流域面積を

確認

タイプＤ（間接流入型－平地部）は、オーバーフロー用

迂回水路設置により、許容流入量０．５２８㎥以上につ

いては間接流入型にて対応のため、４２号の流出量０．

０３９を足しても４７号の形状に変更無しとなる。
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本線最終排水計画平面概略図-1 本線最終排水計画平面概略図-2

現地調査概略平面図-1 現地調査概略平面図-2
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油水分離ます調書-1 油水分離ます調書-2

結果：４７号の設置について、流入水量が増加する事については、当初計画通りＤ-３タイプ
を採用（間接流入型）により４２号集水範囲の合流による増水影響は無しと考えられ、
４２号の設置は削除とし数量減する結論で協議しました。また、本線下り掛川ＰＡ内に設置予
定の２基は削除し、設置位置を流末合流部に変更させ、その場所での排水流速等により
タイプを間接流入B0に変更し１基に集約させました。

25号、26

号タイプＡ

の２基をタ

イプＢ０に

変更して

１基に集

約
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②タイプ変更の対応
現地調査により、段階ごと下記（一例）の通り変更を協議をして現場を進めました。

タイプ変更の理由について 製品協議調書（段階更新用）

追加タイプ協議図Ａ 0（ 例） 追加タイプ協議図Ｃ ４
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追加タイプ協議図Ａ-0（一例） 追加タイプ協議図Ｃ-４

結果：施工提案図等の協議によって最終的に油水ますのタイプは、以下の通りとなりました。
直接流入型（のり面部）
タイプＡ、タイプＡ-０、タイプＡ-２、タイプＡ-３、タイプＡ-４の４種２８基
タイプＣ-６の１種４基
間接流入型（のり面部）
タイプＢ-０の１種３基、タイプＤ-０の１種１基
直接流入型（平地部）
タイプＣ、タイプＣ-０、タイプＣ-１、タイプＣ-２
タイプＣ-４、タイプＣ-５の６種２８基
間接流入型（平地部）
タイプＤ-３、タイプＤ-４の２種３基
直接流入型（調整池部）タイプＥ-３、Ｅ-４の２種６基

７３基の設置箇所に伴い、本線上法肩部、高架橋下、本線法尻側道部と様々な場所の現況に
合わせた排水構造物の接続と上下流の導水計画を立案・協議しながらの施工となりました。

4 ページ



土砂崩落対策提案協議図
③養生計画提案と実施
前項のＣタイプを代表するように、掘削深さ
が1.5ｍを超える場所が大半であったので
安全衛生上、土砂崩落対策が急務でした。
安全性や施工性や耐久性を考慮すると、
スピードシュア製の土留め材を採用した協議 
をしました。施工も、腹起し材が据付場所にな
く周囲をまわる土留め材の特色が発揮され
軽量で取扱もよく施工できたと思いました。
また、施工場所により通線ケーブルや完成
構造物が近接し施工されているため敷き鉄板
等の養生計画も必要でした。
提案図は、右記図の通りです。

養生施工写真（一例） タイプＡ部土留め対策 タイプＣ-４部土留め対策

④関係他業者周知について
当工事について 施工箇所を事前に他業者 周知するために現場 影響範囲に地縄を張り 旗ポ ル
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当工事について、施工箇所を事前に他業者へ周知するために現場へ影響範囲に地縄を張り、旗ポール
を打ち込み現場表示を行いました。また、本線施工調査直後、発注関係者や関連施工業者に日程を
連絡して現場立会を行いました。また、他工事区となる舗装工事業者をはじめ、遮音壁工事業者、ケー
ブル設置業者、造園整備業者等による毎週の施設調整工程会議、現地立会により工事調整を行いました。
現場施工表示写真-1 現場施工表示写真-2 現場施工表示写真-3

本線施工関係者立会写真-1 本線施工関係者立会写真-2 本線施工関係者立会写真-3

4.終わりに
今回の工事は、広範囲に多くの工種が点在していて工期的に厳しい現場だったと思います。この工事
で重視したことは、工期内完成と無事故無災害でしゅん功することでした。安全管理については、
毎日の朝礼から、KY活動に基ずく各現場巡視チェックによる作業員との会話コミュニケーションを第一に
考え、作業環境をよりよくするために移動式トイレカー設置や、休憩施設の整備、熱中症対策、ガードマン
の適正配置、法面作業場所での安全帯着用の注意喚起の徹底、仮設転落防止柵の設置等、不備が
無いよう努めました。結果は、目標であった工期内完成、無事故無災害でしゅん功を迎えられました。
最後になりましたが、ご指導して頂いた発注者様はじめ施工管理員様、多くの協力会社の方々にご協力
有難うございました。数多くの事を学び、この経験を今後に生かして行きたいと思います。
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【別紙-1】
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